
 

 

 

 

 

計画の 

特徴 

公営企業が将来にわたって安定的に事業を継続してい

くための中長期的な経営の基本計画（保安対策の充実、

施設の整備や管理、投資・財源計画の明確化 等） 

改定の 

背景 

・人口減少、物価高等社会経済情勢の変化に伴うガス事業への影響 

・サービス需要の減、老朽化施設の更新需要の増等経営環境の変化 

・国からは 2025（令和７）年度までに計画改定を要請 

改定の 

目的 

計画の質を高めて、お客様へのサービス

の安定的な提供と持続可能な経営基盤の

強化・財政マネジメントの向上を図る 

計画期間 

2021（令和 3）年度～ 

2030（令和 12）年度 

【投資財政計画：～2035（令和 17）年度】 

２．将来環境の見通しと経営の基本方針 ３．投資・財政計画 

人口動向 

⚫ 東金市第４次総合計画の推計データに基

づく人口見通しを引き続き採用 

⚫ 計画期間内の2030（令和 12）年の人口は

約 55,000 人と計画改定時から 4％の減少 

ガス販売量とガス売上の見通し 

⚫ ガス販売量は2030（令和 12）年に 11,294

千㎥（現計画比△1,579 千㎥・△12％）と

推計 

⚫ ガス売上は料金改定の実施と販売量との連

動を考慮し、2030（令和 12）年に約 10.8

億円の見込み（現計画比＋1.3 億円・＋

14.0%） 

 

基本理念 基本方針 基本施策 取り組む施策 

基本方針１ 

都市ガスを安

心して利用で

きる環境整備 

基本方針２ 

生活を支える

都市ガス施設

等の安全性の

向上 

基本方針 3 

サービス提供

を安定的に継

続できる経営

基盤の構築 

基本施策１－１ 

安心な環境を整える 

基本施策１－2 

安心な環境を守る 

基本施策２－１ 

施設等の安全性を高める 

基本施策２－2 

緊急事態に備える 

基本施策３－１ 

安定した経営環境を創る 

基本施策３－2 

市ガスへの関心を高め、

広げる 

⑴ 保安対策の充実 

⑵ 経年管対策の促進 

⑶ 事故防止等の啓発 

⑴ 供給監視・供給支障への対応 

⑵ 保安体制の強化 

⑴ 施設等の維持管理 

⑵ 計画的な施設等の更新 

⑴ 危機管理体制の充実 

⑵ 災害被害の最小化対策 

⑴ 経営基盤の計画的強化 

⑵ 経営管理の徹底 

⑴ 市ガスの利用促進 

⑵ 市ガスの利用拡大 
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ガス販売量とガス売上の見通し

ガス販売量 ガス売上

販売量 

（千㎥） 

売 上 

（百万円） 1）建設改良に係る投資額の平準化 4）将来に備えた積立金の確保 

2）資産の有効活用と既存施設の長寿命化対策の実施 5）新技術導入に伴う職員定数管理の厳格化 

3）原価算定に基づく料金体系の適正化（料金改定の実施） 6）ICT 活用によるサービス向上（アプリ決済の導入） 

経営の効率化・健全化に向けた取組 

投資・財政計画 

投資・財政計画は、本計画期間の 2030（令和 12）年度の 5年後の 2035（令和 1７）年度まで推計 

設備投資額 

（百万円） 

補てん財源 

（百万円） 

４．事後検証及び改定の考え方 

進行管理【PDCA】 実 施 
Do 

検 証 
Check 

改 善 
Action 

計 画 
Plan 

経営戦略 
(R3～12) 

決 算 
(毎年度) 

公 表 予 算 
(毎年度) ※総合計画と連動した進行管理を行います。 

 

・目標指標を毎年度、評価し公表 

・著しい情勢変化等があった場合は

必要に応じて計画の見直し 

・3～5年の定期見直し 

評価・検証 

１．経営戦略の改定にあたって 

収益的収支 

（百万円） 
純損益 

（百万円） 


